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清末営口の開港と日本との貿易について
賈 　　　微
The Opening of Newchang, Yingkou Port and the Trade with Japan in the 
Late Qing Dynasty
JIA Wei
Abstract
 At the beginning of the 20th century, Yingkou was opened for trade well 
before Dalian became the main trading port in Northeast China. Because of this, 
it was Yingkou that received most of the attention from Meiji era Japan. 
Newchang, in Northeast China became prosperous as a result of the bean trade 
during the Qing dynasty.
 However, because of increasing sediment deposits in the Liao River, Yingkou 
became the main place of trade and Newchang was reduced to an unimportant 
village. On the basis of the British Treaty of 1858, Yingkou was oﬃ  cially opened 
for trading under the name of Newchang.
 This paper describes the relationship between Japan and Yingkou, which 
was opened due to the Meiji Restoration.
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はじめに
　第二次アヘン戦争後の1858（咸豊 8）年 6月に締結された天津条約および1860（咸豊10）年
の北京条約に基づき、対外開港された港の一つに渤海湾東岸の牛荘がある。清代において繁栄
していた牛荘1）は遼河の河底が浅く、土砂の堆積が進み、航行が不便となったため貿易港とし
ての条件を失い、営口が牛荘の名の下に対外開港されたのである。
　営口は対外開港されたものの、最初の20年を経ても貿易額は微々たる増加にすぎず、1890（明
治23）年代まで輸出のほとんどは山海関以西のものに限られていた。
　この中国東北地方、旧満洲に対する関心は、日本では既に江戸時代後期から見られ、特に日
本と満洲国とに関連する研究が多く上梓されている2）。遼河に繋がる港には牛荘があり、大豆、
豆油、豆粕のいわゆる大豆三品の搬出港として知られていた。日本は1868（明治元年）年以降
に富国の一環として農業生産力の向上をはかり、中国東北部の豆粕を肥料として重視したため
大豆三品に対する需要が高まり、牛荘こと営口が重要な貿易相手港とする大豆貿易が注目され
た。このため営口から日本への輸出の中心は大豆三品であった。
　これまで営口および中国東北地方に関する研究には、東京地学協会、大連商工会議所、石田
興平、堀和生、大野太幹3）などの成果がある。しかしこれらは、旧満洲国時代の経済史研究を
中心としたもので、営口が東北地方唯一の外国貿易港として、営口港と日本との関係を究明し
た研究はほとんど見られない。
　そこで本論は、満洲国が成立する以前の牛荘港・営口港の開港と日本との貿易に焦点を当て、
営口と日本との物流の特徴及びその推移について明らかにしたい。
一、牛荘と営口
1 、営口の地理環境
　営口の地理環境に関する記録として1930（民国19）年『蓋平縣志』巻八、交通志、営口の条
 1） 松浦章『清代帆船航運業史の研究』関西大学出版部、2011年 3月、45頁 -48頁。
 2） 南満洲鉄道調査課『南満洲経済調査資料　第 6　営口』、1910年。
  安富歩　深尾葉子『「満洲」の成立』名古屋大学出版会、2009年。
 3） 東京協地学会「牛荘に於ける大豆豆粕及豆油輸出」『地学雑誌』31（ 1）、1919年。
  『大連・営口両港に於ける支那沿岸貿易』大連商工会議所、1929年。
  石田興平『満洲における植民地経済の史的展開』ミネルブァ書房、1964年 3月。
  堀和生「近代満州経済と日本帝国―貿易構造分析」『経済論叢』（京都大学）第180巻第 1号、2007年 7月。
  大野太幹「中国東北の植民地化と満鉄附属地華商―満鉄附属地華商研究の意義」 ICCS Research Report 
of Youth Researchers No.1、2010年。
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に以下のように記されている。
本邑海口有二一曰西河口、即清河下流入海處距城二十餘裏、在清季道光以前為東三省海運
交通惟一之商港、南北貨物鹹萃於此、故我城雖係蕞爾偏邑而名聞八閩、聲達三江、無不知
有蓋州者皆因貨物積散之傳播也。後以港口淤淺、海運始移。然在鹹豐年間福建寧波之鵰船
鳥船歲必一至及汽船盛行時此港日衰、至今除漁船之外其市場一變而為荒涼海濱矣。二曰營
口自西河口淤後海陸運輸悉移於此、日繁月盛遂成大埠矣、為東三省海運之咽喉、距縣城西
北七十裏、昔為海城蓋平分轄以老爺閣為界、曰東沒溝營西沒溝營、東屬蓋平、西屬海城、
南省則總稱之為牛莊。4）
　蓋平県には西河口と営口の 2つの港があった。清朝の道光年間以前、西河口は東三省におい
て唯一の商業的港であった。しかし、河底が浅くなり、重要港としての地位を失った。その後、
営口港が東三省における最も重要な港となった。営口は遼河の下流域にあり、古くは老爺閣を
境とし東没溝営と西没溝営に分かれ、東は蓋平県に、西は海城県に属し、南は牛荘と総称され
ていた。
　この牛荘港について外務省通商局編纂『官報』の明治23年（1890年） 2月 1日付「牛荘港概
況」に、牛荘港の地理環境と概況について以下のように述べている。
 4） 『中國地方志集成・遼寧府縣志輯13』鳳凰出版社、2006年 5月、124頁。
図 1　営口の位置略図
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清国牛荘港ハ盛京省ノ南海岸ニアリ、清国北洋通商三港（牛荘、天津、芝罘）ノ一ニシテ直
隷湾内ニ鼎立シ、毎歳ノ輸出高ハ約八九百万両ニ下ラス、其供給地方ハ盛京全省ヨリ吉林地
方ニ及ヒ殊ニ近来東省（山東山西等ノ省）荒歉相継キ流民ノ盛京省ニ移往スル者年々其数ヲ
加フルヲ以テ従テ貿易高モ亦其数ヲ増シ、之ヲ十年前ニ比スレハ二倍ノ増加ナリト云フ。
牛荘租界ハ清国人之ヲ営口ト称ス（牛荘ハ遼河ヲ溯ル四十三英里ノ上流ニアリ、又外国人
居留地距ル三十英里ニシテ、人口稀踈更ニ見ルヘキモノナシ）遼河河口ヲ溯ル十三英里ニ
アリ営口トハ営所ノ義ニシテ即チ旧蒙古旗兵ノ駐屯セル所ナリ。
営口ヨリ牛荘ニ到ル遼河ノ両岸一帯ノ地ハ卑濕ニシテ屡水害ニ逢フコトアルモ其耕地ニハ
能ク大豆及雑穀ヲ産ス。5）
　牛荘は清国の北海通商三港の一つであった。三港とは渤海湾西の北京に近い天津、そして南
の山東半島の芝罘とともに盛京省（現：遼寧）の南岸に位置し、天津、芝罘と鼎立していた。
毎年の輸出額は平均890万両であった。その後背地は盛京全省から吉林省に及んでいた。その
後、山東省における凶作により、盛京省に流入する流民の増加に伴い貿易額が増加し、1880（光
緒 6）年から1890（光緒16）年頃までには二倍の増加があった。
　牛荘の港は、渤海に流入する遼河に繋がる河港であった。
　営口と遼河の水運に関する記録としては、1907（明治40）年『海城県志』巻三、地理、道路、
附遼河要津水運の条に以下のように記されている。
遼河水運與營口商業盛衰有密切關係。
遼河以通江口為上游埠頭、營口為下游埠頭、營口附近河深四五丈、三䰝河附近深二三丈許、
小汽船可以通行、至三䰝河通江口之間、平均水深○四五尺、惟通風船而已。6）
　営口の商業は、遼河の水運と密接な関係にあった。営口は遼河の下流の埠頭であり、深さは
4 - 5丈で約 7 - 9mあり、三䰝河の深さは 2 - 3丈、約3.6-5.4mで、小さな汽船の航行が可能
であった。ところが三䰝河と通江口の間は、深さが 4 - 5尺で約1.2-1.5mしかないため小型帆
船しか航行できなかった。
2 、営口の対外開港
　1858（咸豊 8）年 6月にイギリスと清国が締結した「英清天津条約」7）の第十一條に、営口に
関して次のようにある。
 5） 『官報』外務省通商局編纂、1890年 2月 1日、1975号、 7頁。
 6） 『遼寧省海城縣志』成文出版者有限公司印、1911年12月、257頁‒258頁。
 7） 『支那関税ニ関スル主要條約及協定』（関税課調査第七部附属）、（アジア歴史資料センター）、25頁‒26頁。
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江寧（南京）条約ニ於テ開放セラレタル、廣東、廈門、福州、寧波及上海ノニ加ワルニ英
国臣民ハ牛荘、登州、臺灣、潮州（汕頭）、瓊州（海南）、市邑及港ニ来往スルコトヲ得へ
レ右の者ハ随意ニ何人トモ貿易シ、又其ノ船舶ト貨物トヲ以テ自由ニ来往スルコトヲ許容
セラレ、右ノ者ハ前記市邑及港ニ於テモ已ニ貿易ノ為開港セラレタル港ニ於テ享有スルト
同一ノ特権、利益及免除ヲ享有スヘク、其ノ中ニハ居住ノ権利、家屋買入又ハ賃貸ノ権利、
敷地借入ノ権利、竝棄院、病院及墓地運設ノ特権ヲ含ムモノトス。
　南京条約において広州、夏門、福州、寧波と上海の五港が開港され、続いて天津条約により
牛荘、登州、台湾、汕頭、瓊州の五港が開港された。イギリス人はこれらの港で自由に貿易し、
船舶の出入が許可された。居住、賃貸、部屋の買入、敷地の借り入れ、教会、病院及び墓地の
建設に関して、南京条約と同等の特権と利益を享有することができた。この結果、牛荘すなわ
ち営口が対外貿易港として注目されることになった。
　『海関十年報・1892-1901牛荘』に、営口と牛荘との関係について次のようにある。
  THE PORT OF NEWCHWANG: NAME, ORIGIN, AND HISTORY.―The town of 
Yingkow（営口）, usually but erroneously called Newchwang by foreigners, was oﬃ  cially 
opened to Western commerce by the arrival of the British Consul, Mr. T. T. Meadous, 
in May 1861. Foreign ships had indeed visited the place a year or two before. Mr. 
Alex. Michie records how he was the ﬁ rst to ﬂ y the British ﬂ ag in the Liao River, in 
May 1859.
  Trade had thus long deserted the inland town of Newchwang when the British 
Treaty of 1858 declared it an open port. The fact shows into what an unknown region 
the door was opened by the “Treaty of Peace, Friendship, Commerce, and Navigation.”
The Treaty-makers indeed can only have plunged in the dark by declaring a Treaty 
port the principal town marked on the map as nearest to the mouth of the Liao. Mr. 
Meadows, upon this arrival, found that Yingkow was the place of trade, Newchwang 
having decayed to an unimportant village; so here the British Consulate was 
established and here the Foreign merchants settled. With a ﬁ ne disregard of 
actualities, the place was rechristened “Newchwang.”
  The Foreign Customs opened an oﬃ  ce on the 9 th May 1864. Before that year the 
Duties were collected by the Shanhaikwan Taotai, who sent over a Shupan for that 
purpose.8）
 8） 劉輝『五十年各埠海関報告1882-1931（三）』中国海関出版社、中国旧海関稀見文献全編、2009年 9月。
China: The Maritime Customs, Decenial Reports on the Trade, Navigation, Industries, etc, of the Ports 
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　外国人から営口は一般に牛荘と誤称された。1861（文久元年）年 5月に英国領事ティー・テ
ィー・メドウズ（Mr. T. T. Meadous）が渡来し、外国貿易の港として正式に開かれた。実際
にはその一、二年前に外国船が当地に寄港していった。アレキサンダー・ミチエ（Mr. Alex. 
Michie records）は、1859（安政 6）年 5月に遼河に最初の英国国旗を掲げている。
　営口は新来者にはとって淋しく、荒涼とした土地に見えた。冬にはその近郊は北極の荒野の
如く、夏は泥泞と湿地と沼沢などが広がっているのが眼に入った。一方街そのものは、それほ
ど遠くない昔には海底であった場所に、龌龊と暮らしている悲惨な泥造りの集落であった。街
がある場所は、一世紀以前は潮の溢れる沼沢であったのである。
　西潮溝（the West Tidal Creek）と呼ばれた小さな支流は、街の西部を通って曲折し泥の流
をつくり、その西端で本流に合流していた。この支流の堤防のある処から港が形成されていた。
そこは通常の高水時の水面よりは稍々高く、展望が利くので、遼東湾の岸に舟を寄せる少数の
漁師達が茅屋を造作していた。高潮時には水中に没したため、その小さな場所は、没溝営（Mu・
kon-ying）と呼ばれた。この略称から俗に営子と呼ばれたが、軍事的な意味はなかった。ここ
が港として重要になるに従い、次第に営口という名称が用いられるようになった。ロシア側か
らの情報によってこの名称「営口」が英字紙に掲載されたことで、英人読者の多くが条約港の
牛荘を理解するのに時間を要したのである。
　1858（安政 5）年に締結された天津条約により牛荘の開放が宣言されると、海岸から距って
いる牛荘の街は、昔日の貿易の中心地ではなくなっていた。条約締結の際に、遼河河口に最も
近く地図上に記された大きな町を条約港と宣言したのである。メドウズ（Mr. T. T. Meadous）
はそこに到着した際に、営口が貿易場で、牛荘は重要ではない一集落となっていたことに気付
いたのである。ここに英国の領事館が開設され、外国商人が居留することとなった。しかし経
緯は別としてここ営口が‘牛荘’と命名されたのであった。こうして営口が欧米人によって牛
荘と呼称されることになったのであった。
　洋関の事務は、1864（同治 3）年 5月 9日に開始されたが、それ以前の清代の常関の業務は
山海関道台が統括し、その業務のために書弁が派遣されていた9）。
　また、上記の内容は日本の官報にも見られる。
open to Foreign Commerce in China, and on the Condition and Development of the Treaty Port 
Provinces, 1892‒1901 with Maps, Diagrams and Plans. Second Issue, Vol. . I. -Northern and Yangtze 
Ports. Published by Order of the Inspector General of Customs, Shanghai, 1904. Pp. 1-45, Newchawang: 
Decenial Reports, 1892-1901. 1 ‒ 2頁。
 9） China: The Maritime Customs, Decenial Reports on the Trade, Navigation, Industries, etc, of the Ports 
open to Foreign Commerce in China, and on the Condition and Development of the Treaty Port 
Provinces, 1892‒1901 with Maps, Diagrams and Plans. Second Issue, Vol. . I. -Northern and Yangtze 
Ports. Published by Order of the Inspector General of Customs, Shanghai, 1904. Pp. 1-45, Newchawang: 
Decenial Reports, 1892-1901. 今井東吾訳「営口開港前後」、（「満鉄資料彙報」1941年 7・ 8・10月号抜刷）、
1 - 3頁。
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　『官報』　第7318号　1907（明治40）年11月18日付「牛荘入港船舶心得」に、牛荘と営口との
関係について以下のように述べている。
第一、 牛荘港ノ名称　牛荘港ハ西暦千八百五十八年英清天津条約ニ依リ開放セラレタリ、
蓋シ同条約締結ノ時代ニハ英国代表者ハ満洲ノ事情ニ精通セス、漠然牛荘港（現在ノ牛荘
城）ヲ開クコトヲ約セシメタルカ、牛荘城ハ往時満洲最要ノ港ナリシニ相違ナキモ。遼河
ノ水年ト共ニ浅キヲ加ヘ、之カタメ牛荘城ノ繁栄ハ已ニ十八世紀ノ末田庄臺ニ移リ降テ、
千八百五十八年ノ当時ハ田庄臺ノ繁栄ハ更ニ営口ニ遷リ居タリ（但シ、当時ノ営口ハ尚ホ
微々タル一寒村ニ過キサリシハ想像スルニ耐ヘタリ）故ニ外国人等ハ開港ト共ニ営口ニ居
住ヲ定メ、之ニ牛荘ト称スル条約上ノ名称ヲ附シタリ。之ヲ現今ノ牛荘港ト為ス。
　1858（咸豊 8）年、牛荘は英清天津条約により開港されたが、イギリスの代表者は満洲の事
情に精通せず牛荘港の開港を宣言した。牛荘は繁栄していたが、河底が浅いため、18世紀の末、
牛荘の繁栄は田庄台に移った。1858（咸豊 8）年、田庄台の繁栄は更に営口に遷移された。外
国人等は開港とともに営口に居住し、営口は牛荘の名の下に開港された。
　以上のように、『海関十年報・1892-1901牛荘』には、牛荘が営口と誤称された経緯が記され
ている。
二、営口と日本との貿易関係
　営口では、1868（同治 7、明治元年）年に初めて機械油房を設立し、日本との大豆貿易が注
目された。1869（同治 8、明治 2）年には外国に対する輸出が解禁され、大豆は12万 5千担、
豆油は 1万 1千担の輸出があった。特にその年、日本では米の収穫が不良のため、大豆に対す
る需要が増加した10）。
　さらに『海関十年報・1892-1901牛荘』には、営口と日本との貿易関係に関することは以下の
ように記されている。
  The virgin soil gave forth abundantly;there was a great wealth of agricultural 
products to be disposed of;transport, though diﬃ  cult and expensive, was not hampered 
by ﬁ scal oppression;and, by a happy stroke of fortune, at the moment when there was 
superabundance of supply there arose in Japan a great demand for the staple 
productions. The discovery of the Japanese market for beans and beancake was the 
10） 『南満洲経済調査資料　第 6　営口』南満洲鉄道調査課、1910年、11頁。
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most potent economical factor in the development of trade in Southern Manchuria.11）
　清国政府は、多年北方国境を保護のため東北地方を未開発のままにしておく政策を採ってい
ったが、1880（光緒 6、明治13）年代にはそれが大きく変化する。北部国境の防備は固められ、
東三省の無主の土地を開墾するため移民を奨励し、多数の移民が流入した。このため1876（光
緒 2、明治 9）年には約百万の山東並びに直隷の農民が流入したと言われる。これらの人々が
続々と入植し、土地の開墾は一層進められ、穀物の産額も一層増加した。
　未開地は生産力が豊かで、食用に供すべき農産物は豊富であり、輸送は困難且つ高価につく
が、供給過剰の時には重要物産の一大需要が日本におこった。日本ではこの中国の東北地方で
生産される大豆、豆粕が注目されその需要が高まった。その大豆を求めるため、日本は牛荘と
の貿易を行った。東北産の大豆と豆粕の市場として日本市場が形成されたことは、東北地方の
貿易発展の最も有力な経済的要因であった。
　営口がシベリア横断―東清鉄道の幹線に接近し、巨大な交通体系の一環であること、また
大連湾のダルニーのちの大連となる大港が、新たな競争的要因が興起したことで、営口は全く
新たな商業的・政治的事態に直面したのであった12）。
　営口は、1860（咸豊10）年代から大連が興起する20世紀初頭までの間、清代東北地方におけ
る重要な対外貿易港であった。
三、領事報告から見る営口と日本との大豆貿易
　明治期日本の領事報告に、営口に関する報告が見られるのは1881（明治14）年以後のことで
ある。営口と日本との貿易状況、特に大豆三品についての調査は続々と行われた。営口と日本
との貿易に関する報告には次のものがある。
11） 劉輝『五十年各埠海関報告1882-1931（三）』中国海関出版社、中国旧海関稀見文献全編、2009年 9月。
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表 1　明治期の領事報告に見る営口の日本貿易に関する報告一覧13）
日　付 分類 件　　名 領事館名 掲載号
1 1892. 6 .13 ― 牛荘豆類及豆粕商況 牛荘 官報M25年2686号
2 1893. 6 . 5 ― 牛荘ニ於ケル大豆及豆粕近況 牛荘 官報M26年2978号
3 1893. 6 .24 ― 牛荘豆類近況 牛荘 官報M26年2995号
4 1893. 7 .31 ― 牛荘大豆々粕近況 牛荘 官報M26年3026号
5 1893. 8 .22 ― 牛荘豆類近況 牛荘 官報M26年3045号
6 1893. 9 . 8 ― 牛荘豆類近況 牛荘 官報M26年3060号
7 1893.10. 9 ― 牛荘豆類近況 牛荘 官報M26年3085号
8 1893.11.14 ― 牛荘新大豆景況 牛荘 官報M26年3114号
9 1893.12.16 ― 牛荘豆類景況 牛荘 官報M26年3141号
10 1896.12.25 貨幣 牛荘ニ於ケル日本銀貨ノ近況 牛荘 通商M30年63号 1頁
11 1897. 2 .13 商業 牛荘ニ於ケル日本雑貨ノ商況 牛荘 通商M30年64号 1頁
12 1897. 8 .18 商業 牛荘大豆市況附豆作景況 牛荘 通商M30年79号14頁
13 1897. 8 .30 商業 三十年中開港以来七月末日ニ至ル牛荘港豆、豆粕及油商況 牛荘 通商M30年78号40頁
14 1898. 3 .26 商業 三十一開河前牛荘ノ豆類及豆粕商況 牛荘 通商M31年96号31頁
15 1898. 4 . 2 商業 三十年十月ヨリ閉河迄牛荘港本邦間貿易景況 牛荘 通商M31年97号18頁
16 1898. 6 .17 商業 三十一年開河後二ヶ月間豆類及豆粕商況 牛荘 通商M31年104号 3頁
17 1898. 8 .10 商業 三十一年六七両月間豆類及豆粕商況 牛荘 通商M31年110号33頁
18 1898. 9 .26 商業 三十一年八月中牛荘ノ豆類及豆粕商況 牛荘 通商M31年114号13頁
19 1898.10.18 商業 三十一年九月中牛荘ノ豆類及豆粕商況 牛荘 通商M31年116号35
20 1899. 1 .18 商業 牛荘港三十一年十月ヨリ閉河迄豆及豆粕商況 牛荘 通商M32年125号19頁
21 1899. 3 .16 商業 牛荘港三十一年豆及豆粕商況 牛荘 通商M32年130号 1頁
22 1899. 4 .20 商業 本年開河ヨリ三月末ニ至ル牛荘港豆及豆粕商況 牛荘 通商M32年134号 5頁
23 1899. 5 .14 商業 牛荘三十二年四月豆及豆粕商況 牛荘 通商M32年136号11頁
24 1899. 6 .25 商業 牛荘三十二年五月豆及豆粕商況 牛荘 通商M32年142号15頁
25 1899. 7 .31 商業 牛荘三十二年六月豆及豆粕商況 牛荘 通商M32年144号41頁
26 1899. 8 .16 商業 牛荘三十二年七月豆及豆粕商況 牛荘 通商M32年148号16頁
27 1899. 9 .16 商業 牛荘三十二年八月豆及豆粕商況 牛荘 通商M32年148号17頁
28 1899.10.26 商業 牛荘三十二年九月豆及豆粕商況 牛荘 通商M32年152号30頁
29 1899.12.12 商業 牛荘十月豆、豆粕商況 牛荘 通商M33年157号30頁
30 1899.12.22 商業 牛荘十一月豆、豆粕商況 牛荘 通商M33年158号15頁
31 1900. 4 .16 交通 牛荘三十二年中出入本邦船舶 牛荘 通商M33年167号59頁
32 1904.12.10 商業 牛荘港大豆豆粕及豆油商況 牛荘 通商M38年 3号 7頁
33 1905. 3 .25 電報 営口ニ於ケル商況 牛荘 通商M38年17号巻首
34 1905. 4 .21 商業 牛荘港ニ於ケル大豆及豆粕商況 牛荘 通商M38年30号 8頁
35 1905. 9 .16 商業 牛荘ニ於ケル豆粕及大豆市況 牛荘 通商M38年59号 2頁
36 1907. 8 .21 商業 牛荘ニ於ケル本邦陶磁器及競争品 牛荘 通商M40年61号 8頁
37 1907. 9 .16 農業 満洲四十年大豆作柄概況 牛荘 通商M40年61号40頁
38 1907. 9 .23 商業 満洲ニ於ケル大豆及豆粕 牛荘 通商M40年62号14頁
13） 外務省通商局編纂『通商彙簒』、明治25年から明治42年にかけての報告から掲げた。
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日　付 分類 件　　名 領事館名 掲載号
39 1908. 8 .22 商業 牛荘（自一月至七月）輸出大豆、豆粕、豆油 牛荘 通商41年52号12頁
40 1909. 3 .11 商業 営口ニ於ケル日本商品ノ清国人ニ対スル需要ノ盛衰 牛荘 通商M42年19号 3頁
41 1909. 3 .31 商業 牛荘港四十年中輸出大豆豆粕月別額 牛荘 通商M42年22号 8頁
42 1909. 4 . 1 商業 営口ニ於ケル日本売薬 牛荘 通商M42年33号 1頁
注：M＝明治　通商＝通商彙纂　の略称である。
　上に掲げた42件のうち、大豆三品に関する報告は34件あり、日本銀貨、雑貨、船舶、陶磁器、
薬などに関するものは 5件ある。
　また、明治27年（1894）から明治28年（1895）の日清戦争の影響によって、営口が最も有望
な市場としていた日本と関係を断たれ、光緒26（1900）年の北清事変の発生も営口の繁栄に大
きな影響を与えた。
　特に牛荘と日本との大豆貿易に関する『官報』に掲載された記事を掲げたい。
1、『官報』　明治25年（1892年） 6月13日付「牛荘豆類及豆粕商況」（表 1）。
従来帝国ヘハ多少ノ輸出アリテ、毎年在上海ノ怡和洋行（「ジャーデン、マジソン」会社）
ハ夏秋ノ交特ニ汽船ヲシテ、牛荘ト長崎神戸ノ間ヲ直航セシメシコトサヘアリシカ。昨春
以来郵船会社ニシテ牛荘神戸間ニ毎月一回ノ新航路ヲ開設セルト。帝国ニテ肥料ニ缺乏ヲ
告ケ、豆類ノ需要多分ナリシカタメ、昨年ハ前数年ニ比シ五倍ノ多量ヲ輸出セシモノ如シ、
牛荘ニ於ケル該品ノ輸出ハ広東組合ノ清国六戸ニシテ、多クハ在神戸ノ同業者ニ向ケ直輸
スルモノニシテ、帝国人竝ニ外国人ノ之ニ関係セル者ナシト云フ。
　毎年上海の怡和洋行が手配する汽船が、夏秋の頃に牛荘と長崎・神戸の間を直航していた。
1891（明治24）年の春から日本郵船会社が牛荘・神戸間に毎月一回の新航路を開設した。日本
では肥料が乏しく、豆類の輸入が数年前に比べ 5倍も増加した。牛荘におけるこの豆類の輸出
の大部分は神戸の同業者に向けた直輸入であった。
2、『官報』明治26年（1893年） 6月24日付「牛荘豆類近況」（表 3）。
本月二日牛荘発通報ニ依レハ、前報後牛荘ニ於ケル大豆及豆粕ノ景況ハ清国南省ニ於ケル
需要高引続キ減少ノ一方ニ傾キタルト、遼河上流ヨリ続々出荷アリテ、一時ニ堆積シ之カ
タメ概シテ一割二三分方ノ下落ヲ見ルニ至リシヨリ、其結果忽チ本邦ヘノ輸出力ヲ増シ、
去月中旬以来外国船八隻ニテ神戸ヘ直輸セシノ已ニ六千五六百噸以上ニ至リ。尚ホ今回ノ
肥後丸ニテモ長崎ヘ向ケ豆粕一万九千百枚、大豆六百担ノ輸出ヲ見ルニ至レリ、本邦ヘノ
輸出一時多数ニ上リタルタメ、目下価格稍々上向ノ姿ナリト云フ。牛荘ヨリ本邦ヘ輸出ス
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ル大豆豆粕ハ何モ上海参著十五日拂ノ荷為換ヲ附スルヲ常トス故ニ、神戸行定期船ハ動モ
スレハ此ノ拂入期限ヲ○ルノ虞アルニ由リ、概ネ直航船ニ積載セリ左レト単ニ長崎一港ニ
向ヒテハ、特ニ直航セシムル程ノ出荷ナキニ因リ止ムナク、我定期船ニ依頼スルモノ、如
シ又運賃ニ就キテ一言スヘキモノアリ。
　清国国内における大豆の需要が減少した。一方遼河上流からの大豆の出荷が多く、牛荘港に
おける大豆及び豆類は一時的に大量に堆積された。そのため一割程度の価値が下落して日本へ
輸出された。1892（明治25）年の中頃から、外国船 8隻で6,500噸以上の豆類が神戸へ直接輸入
された。肥後丸によって長崎へ向けて豆粕19,000枚、大豆600担が輸入された。営口から日本へ
の輸出は一時的に増加し、牛荘での価格が上昇する様子が見られた。
3、『官報』明治26年（1893年）12月16日付「牛荘豆類景況」（表 9）。
神戸及長崎行ノ船舶竝ニ積荷ニ関スル覚書ヲ略○スレハ、日本行船舶ハ目下大ニ需要多ク
現ニ在港ノ汽船八隻ノ中五隻ハ神戸行ノ荷物搭載中ナリ。
千八百九十三年中長崎行船舶積荷ハ豆油糟十五万四千七十箇、豆四千四百二十八斤、雑品
千七百三十三包、骨四百三十斤。其航行度数十二回内帝国船舶ニ係ルモノ七回ニシテ、此
積荷総額ハ豆油糟五万九千二百箇、豆二千百四十八斤、雑品千七百三十八包、骨四百三十
斤。其他ハ外国船トス又同年中神戸行船舶積荷ハ豆油糟三十四万千五十箇、豆百六十七万
七千百七十九斤六分、雑品千六百三十九包、牛骨二千六百斤。其航行度数ハ四十八回内帝
国船舶ニ係ルモノ十二回ニシテ、此積荷総額ハ豆油糟四万七千三百二十箇、豆九万五千七
百四十四斤六分、雑品四十包。其他ハ外国船トス。
　日本への船舶が多く、汽船 8隻の中 5隻は神戸行であった。1893（明治26）年長崎行の船舶
の積荷は、豆油粕154,070箇、豆4,428斤、雑品1,733包、骨430斤であった。その航行度数は12
回の内、日本船舶に係わるものは 7回であり、積荷総額は豆油粕59,200箇、豆2,148斤、雑品
1,738包、骨430斤であった。同年神戸行きの船舶の積荷は、豆油粕341,050箇、豆1,677,179斤、
雑品1,639包、牛骨2,600斤があった。その航行度数は48回の内、日本船舶に係わるものが12回
であり、ほかは外国船舶により輸入された。この積荷総額は豆油粕49,320箇、豆95,744斤、雑
品40包であった。
　長崎へ輸入されたほとんどが日本船舶を利用したが、神戸への輸入は、日本船舶は僅か25％
にとどまっていた。
4、『通商彙纂』　明治30年（1897年） 8月18日付「牛荘大豆市況附豆作景況」（表12）
新豆ノ季節ニ近クトモ、其出廻リ迄尚三週間余アリ。然ルニ旧豆ハ既ニ拂底ノ姿ニテ、昨
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今ノ在荷僅ニ四五千石ニ過キス、市場気配強ク相場ハ日ニ昇腾セリ。然ルニ是ヨリ先本邦
上海為替相場騰貴シ、日本ヘノ輸出上好都合ヲ呈スルヤ神戸輸出ノ清商ハ尚此上為替ノ昇
腾ヲ見込シニヤ続々同地ニテ先売ヲ約シタル処当地ノ相場ハ品拂底ノ為メ、腾貴ヲ告ケ、
一方ニハ日上為替ハ八十二両○ニ居据リトナリタルヲ以テ、昨今同商等ノ雇船続々日本ヘ
向ケ出船スレトモ多々益々損失ノ有様ナリト云フ。
　前年作の大豆は既に払底し、在荷は僅か 4、 5千石に過ぎなかった。しかし、日本や上海の
為替相場が騰貴し、日本への輸出は好景気を呈した。神戸へ輸出する清国商人は先物を売るた
め、牛荘の相場は払底し、物価が上昇した。日本へ輸出する船は損失の情況が見られた。
5、『通商彙纂』明治38年（1905年）4月21日付「牛荘港ニ於ケル大豆及豆粕商況」（表34）
　本年開河以来当港ニ於ケル大豆及ヒ豆粕類ノ商況ハ全ク䗻静ニシテ、今日迄ノ処輸出皆
無ト云フモ可ナリ、只タ本月八日「アンナ」号ニテ仁䯙号ノ手ヲ以テ神戸ヘ向ケ豆粕一万
四千枚ヲ輸出セシノミ右輸出皆無ノ理由ハ昨年ノ仕入値段高価ナリシト及本邦ニ於ケル大
豆及豆粕ノ相場ハ現今当港ニ於ケル相場ヨリモ尚ホ低キガ故ナリ。
目下当港ニ於ケル大豆及豆粕ノ下落ハ全ク過炉銀ノ腾貴ニ原因スルモノニシテ、右過炉銀
ガ現今ノ価値ヲ維持スル間ハ豆粕、豆類ノ相場ハ急ニ昇腾スルコトナカルベシ。最モ品物
目下拂底ノ傾キアレバ、日本ニ於ケル需要増進ト共ニ本邦ニ於ケル相場上向クニ従ヒ自然
当地ノ相場ニモ影響スルニ至ルベシト信ス。
　1905（光緒31、明治38）年遼河の開河以来、牛荘における大豆及び豆粕類の商況は沈静化し、
輸出はほとんど見られなかった。ただ 4月 8日に「アンナ」号で、神戸に豆粕を14,000枚輸出
した。それは1904（光緒30、明治37）年の仕入れ値段が高く、日本での大豆、豆粕の相場が牛
荘よりさらに安価であった。
　さらに中国での過炉銀の騰貴で、牛荘における大豆・豆粕の価値が下落し、過炉銀が価値を
維持した間は、豆粕、豆類の価値が急に上昇した。日本側の豆類に対する需要の増加が、牛荘
港の豆類輸出に大きな影響を与えていたのであった。
　営口が対外開港して以来、大豆三品の輸出額の推移を海関資料に基づいて輸出統計表（表 2）
を作成した。
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表 2　1872（明治 5）年‒1901（明治34）年における営口港輸出大豆・豆粕・豆油の統計表14）
西暦
大　豆 豆　粕 豆　油
担 海関両 担 海関両 担 海関両
1872 1,235,872 1,151,359 657,944 433,799 41,644 154,582
1873 1,005,366 832,428 554,160 357,774 20,028 63,976
1874 1,102,276 843,937 759,399 471,970 25,501 58,530
1875 1,740,199 1,506,649 1,007,401 681,431 11,640 27,025
1876 1,420,961 1,513,647 760,914 557,909 4,915 18,447
1877 1,439,062 1,657,499 792,166 712,067 4,947 19,367
1878 2,156,064 1,967,489 1,924,968 1,536,798 3,287 12,697
1879 1,853,444 1,744,143 1,800,523 1,266,098 11,630 41,846
1880 2,120,819 1,749,884 1,350,918 900,475 26,935 69,524
1881 2,261,067 1,822,062 1,443,313 923,377 22,532 56,883
1882 2,069,152 1,803,827 1,613,464 1,099,930 20,626 57,525
1883 2,342,995 2,016,535 1,715,695 1,175,300 17,284 50,092
1884 2,101,690 1,865,226 1,875,999 1,345,955 20,571 70,712
1885 2,561,577 2,317,228 1,804,720 1,227,596 10,557 32,023
1886 1,898,873 1,937,260 1,480,048 1,196,077 926 2,988
1887 2,595,963 2,379,579 2,031,348 1,617,921 3,738 10,044
1888 2,651,067 2,822,532 1,865,384 1,495,014 13,837 40,414
1889 1,916,877 2,065,673 1,893,333 1,686,814 56,938 234,737
1890 2,811,345 2,787,762 2,623,718 2,137,100 32,285 145,244
1891 4,157,538 3,763,934 3,063,860 2,277,459 93,010 321,895
1892 4,169,988 3,936,288 2,818,804 2,160,032 120,961 399,784
1893 3,339,826 4,392,648 2,327,214 2,327,215 89,085 345,365
1894 3,736,141 3,991,882 2,660,241 2,399,112 73,208 285,301
1895 2,905,386 3,652,235 791,830 786,124 32,996 140,779
1896 3,835,860 5,808,978 2,724,020 3,211,892 88,403 434,494
1897 3,872,841 6,637,370 3,306,851 4,243,176 75,118 492,515
1898 4,220,963 14,233,085 3,695,821 5,828,715 108,323 648,312
1899 4,711,026 8,974,483 4,381,406 6,711,364 159,883 1,000,193
1900 2,517,823 4,406,428 2,912,234 3,947,992 224,406 1,288,720
1901 3,533,844 7,649,186 4,331,500 7,017,028 209,187 1,492,632
（注：以上は牛荘港における総輸出額であり、再輸出も含まれている。1895（明治28）年の分は日清戦争のため、
輸出額は概算である。）
14） China: The Maritime Customs, Decenial Reports on the Trade, Navigation, Industries, etc, of the Ports 
open to Foreign Commerce in China, and on the Condition and Development of the Treaty Port 
Provinces, 1892‒1901 with Maps, Diagrams and Plans. Second Issue, Vol. . I. -Northern and Yangtze 
Ports. Published by Order of the Inspector General of Customs, Shanghai, 1904. Pp. 1-45, Newchawang: 
Decenial Reports, 1892-1901. 今井東吾訳「営口開港前後」、（「満鉄資料彙報」1941年 7・ 8・10月号抜刷）、
「付録六、1872-1901年における豆粕、豆油及び大豆の輸出」により作成した。
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　先述のとおり、営口は対外開港されたが、最初の20年間に貿易額は僅かばかり増加したにす
ぎなかった。1872（同治11、明治 5）年から1901（光緒27、明治34）年までに営口から輸出さ
れた大豆三品の貿易額が増加したことは、表 2を図式化した図 2から明らかであろう。
　さらに、日本に大豆、豆粕及び豆油がどのぐらい輸出されたかについて『通商彙纂』、『中国
舊海関資料』を参照して、表 3を作成した。
15） China. Imperial Maritime Customs. Returns of Trade at the Treaty Ports, for the year 1877‒1901. 
Part II.-Statistics of the Trade at each Port.19th/20th Issue. Published by Order of The Inspector 
General of Customs. Shanghai: Newchwang Decennial Report, 1877‒1901.《中國舊海關史料》編輯委員會
編『中国舊海關史料』、京華出版社、2001年10月、 7冊‒34冊（1877年‒1901年）。
図 2　1872（明治 5）年‒1901（明治34）年における大豆、豆粕及び豆油の貿易推移
表 3　1877（明治10）‒1901（明治34）年における日本に対する大豆三品輸出15）
西暦
大　豆 豆　粕 豆　油
担 海関両 担 海関両 担 海関両
1877 ― ― ― ― ― ―
1878 7,089 7,209 20,404 17,145 1,428 5,569
1879 131,293 125,063 11,640 8,257 ― ―
1880 133,392 113,307 58,370 39,835 24 64
1881 17,440 14,325 1,920 1,200 ― ―
1882 39,947 34,062 28,080 19,350 620 1,736
1883 45,400 38,619 9,600 6,697 ― ―
1884 13,201 11,625 ― ― ― ―
1885 13,150 11,616 0,400 14,235 ― ―
1886 ― ― ― ― ― ―
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　そして、表 3を図式化したものが図 3である。図 3から1894（光緒20、明治27）から1895（光
緒21、明治28）年の日清戦争前後は営口から日本への大豆三品の輸出が激減しているが、1891
（明治34）年以降において、営口から日本への大豆三品の輸出が急増したことは明らかである。
　以上の統計から見れば、営口が開港した後、大豆三品の貿易は盛んとなり、貿易額は年々増
加していく傾向にあった。
　1880（光緒 6、明治13）年、日本において大豆の生産が少なく、搾油原料の収穫が不良し、
営口から大豆を約13万 3千担、豆粕を 6万担余輸入したが、その後は輸入が著しく減退し、1885
（光緒11、明治18）年、1886（光緒12、明治19）年には洪水のため、営口から日本への輸出は全
くなくなった。1887（光緒13、明治20）年に輸出が再開し、ことに1888（光緒14、明治21）年
図 3　1877（明治10）年‒1901（明治34）年における日本に対する大豆三品輸出
1887 9,000 8,700 50,480 38,180 ― ―
1888 900 840 41,916 32,869 ― ―
1889 38,990 39,289 79,344 56,673 ― ―
1890 110,159 104,616 79,907 63,086 1 5
1891 329,930 295,772 214,567 157,308 64 227
1892 856,458 767,019 508,264 396,277 165 522
1893 1,060,538 1,388,962 321,945 321,945 ― ―
1894 727,300 794,196 360,556 340,904 ― ―
1895 ― ― ― ― ― ―
1896 871,960 1,299,662 1,848,247 1,748,587 355 1,836
1897 1,670,230 2,919,945 1,656,513 2,128,350 393 2,579
1898 1,866,460 3,821,082 1,736,370 2,810,157 373 2,260
1899 2,241,053 4,408,948 2,289,544 3,553,360 3,419 22,589
1900 725,747 1,276,771 1,565,101 2,117,961 3,268 18,522
1901 1,029,917 2,183,239 2,674,060 4,331,976 939 6,389
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に、日本に対する大豆供給者の首位にある朝鮮が深刻な凶作となったことで、営口から輸入す
るものが急増し、1889（光緒15、明治22）年には日本市場が先導し、1891（光緒17、明治23）
年に、日本郵船会社が長崎・神戸と牛荘との間に定期航路を開設することになるのである16）。
　『官報』明治25年（1892年） 6月13日付「牛荘豆類及豆粕商況」に、大豆、豆粕の用途に関し
て述べられている。
品質ハ数種アリテ、上中下三等ノ間価格ニ於テモ各々一割内外ノ差アレトモ、其輸入地方
ニ於ケル需要ノ種類ニ於テ自ラ適否アルヘシ。例ヘハ、味噌醬油ニ製スルモノハ脂肪少ク
モ甘味多キヲ。尚ヒ肥料ニ供スルモノハ之ニ反スルモノヲ要スルカ如キ尤モ従来清商ノ長
崎神戸等ニ輸出セルモノハ総テ中等以下ニシテ。未タ嘗テ中等以上ノモノヲ輸出セシコト
ナシト云フ。其故ハ帝国ニテ需要スルモノハ重ニ中下等品多クシテ、高価ナル上等品ヲ輸
入スルモ其割合ニ好価買取ル者ナク、随テ利益○シト云フ。
　大豆類の品質は上・中・下三等に分かれ、価格も各々一割前後の差があった。その輸入地方
における需要の種類において自ら差異があった。大豆、豆粕は主に味噌醬油の原料となった。
一方、肥料として長崎・神戸等が輸入する豆類は、ほとんどが中等以下のものであった。1890
（光緒16、明治23）年からは日本郵船会社により、牛荘港から大豆、豆粕が輸入された。
　1891（光緒17、明治24）年、朝鮮では漁業の獲物が少なく魚肥が欠乏していた。さらに米作
の肥料として魚肥より豆粕のほうが遥かに優位であったことが認められ、日本への輸出が急増
した。1894（光緒17、明治27）年に日清戦争が起こり、貿易額が激減した。しかし1896（光緒
22、明治29）年には秩序が回復すると、多くの日本商人が東北に進出し、三井物産会社の他に
松村、福富、海仁の諸洋行が開設され、日本への輸出は急激な拡大が見られた。当時、日本へ
の輸出は無税となり、中国南部への輸出より有利であったため、1897（光緒23、明治30）年に
は、日本向けの輸出は異常に増大した。1899（光緒25、明治32）年以降、 3所の機械油房が設
立され、営口における生産額は巨額となった。一方、広東地方で発生した落花生の不作により、
豆油の価格が激騰した。営口から日本への輸出が増加した17）。1900（光緒26、明治33）年に起こ
った義和団事件により、営口も騒動の余波を受け貿易額が減少した。1901（光緒27、明治34）
年に、シベリア横断鉄道―満洲鉄道が完成され、貿易は順調であった18）。
16） 『南満洲経済調査資料　第 6　営口』南満洲鉄道調査課、明治43年、13頁。
17） 『南満洲経済調査資料　第 6　営口』南満洲鉄道調査課、明治43年、13-14頁。
18） China: The Maritime Customs, Decenial Reports on the Trade, Navigation, Industries, etc, of the Ports 
open to Foreign Commerce in China, and on the Condition and Development of the Treaty Port 
Provinces, 1892‒1901 with Maps, Diagrams and Plans. Second Issue, Vol. . I. -Northern and Yangtze 
Ports. Published by Order of the Inspector General of Customs, Shanghai, 1904. Pp. 1-45, Newchawang: 
Decenial Reports, 1892-1901. 今井東吾訳「営口開港前後」、（「満鉄資料彙報」1941年 7・ 8・10月号抜刷）、
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四、日本と中国営口との船舶航運
　前記のように、1858（咸豊 8）年の天津条約に基づき、営口は中国東北地方における唯一の
対外国貿易場として開港された。清国国内の貿易については輸出品の大宗である豆類の取引様
式を見ると、それが東北地方の内陸部から営口に来集する河川や陸路などの輸送経路によって
牛槽船、列車及び馬車の三種で行われていた。
　営口と諸帝国との貿易に従事する船舶を大別すると、汽船、西洋型帆船及び民船、即ちジャ
ンクの三種があった。営口が開港された時、清国の沿岸貿易に従事する汽船は極めて少なく、
一般には西洋型帆船及び民船（ジャンク）を用いた。当時、営口の遼河口には小型帆船が常に
七、八十隻が二列に碇泊していた。その後、貿易の発展に従い、汽船が圧倒することとなった。
大豆、豆粕の日本への多額の輸出は、汽船によるものであった。遼河河口の水深の関係上2,000
～3,000噸級の船舶の出入りのみが可能であった。汽船数の増大に伴い、民船も漸次その数を減
少した。しかし、汽船または西洋型帆船による貿易は、海関報告により1872（同治11）年から
知られ、民船（ジャンク）による貿易は、1901（光緒27）年度より報告され、それ以前の数字
は不明である19）。
1892（明治25）年‒1901（明治34）年における各国別船舶比20）
国別 1892 1893 1894 1895 1896 1897 1898 1899 1900 1901
イギリス 49.55 51.74 47.30 50.37 53.90 49.79 38.98 36.76 38.48 41.80
日 本 6.65 6.20 8.21 1.69 8.63 11.76 24.39 34.29 40.64 42.95
ド イ ツ 25.14 25.09 32.87 23.20 15.98 16.07 10.60 8.33 10.47 9.21
清 国 13.19 13.52 3.57 3.10 7.89 14.80 16.19 14.05 4.89 0.61
　「海関十年報・1892-1901年　牛荘」によれば、営口に出入した船舶について以下のように述
べている。
9頁-16頁。
19） 南満洲鉄道調査課『南満洲経済調査資料　第 6　営口』、明治43年、 4 ‒ 6頁。
20） China: The Maritime Customs, Decenial Reports on the Trade, Navigation, Industries, etc, of the Ports 
open to Foreign Commerce in China, and on the Condition and Development of the Treaty Port 
Provinces, 1892‒1901 with Maps, Diagrams and Plans. Second Issue, Vol. . I. -Northern and Yangtze 
Ports. Published by Order of the Inspector General of Customs, Shanghai, 1904. Pp. 1-45, Newchawang: 
Decenial Reports, 1892-1901. 今井東吾訳「営口開港前後」（「満鉄資料彙報」昭和16年 7・ 8・10月号抜
刷）「付録九、1892‒1901年における各国別船舶の百分比」により作成した。
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  At the beginning of the decennary about 600,000 tons represented the shipping 
entering and clearing at the port;at the end the ﬁ gures were, approximately,1,000,000 
tons. A feature of the period is the way sailing ships quite died out of this trade. As 
regards the distribution of the carrying trade among the various ﬂ ags, Japan achieved 
a remarkable result during the decade. Appendix No.9 gives some interesting ﬁ gures 
in this regard. Up to 1897 Great Britain owned half the tonnage;but in the last year of 
the decennary her per-centage of the whole was only 41.80. Japan’s per-centage, 
however, rose from 6.65 in 1892 to 42.95 in 1901.21）
　以上のように、海関報告に見られるが、当港出入の船舶は十年間の当初は約六十万噸、終り
頃は平均して百万噸という数字であった。本期間の特色は、ここでの貿易から帆船が全く姿を
消した点である。運送業を国別に分類して見ると、日本が十年間に得た結果には注目すべきも
のがある。1897年まではイギリスは総噸数の半ばを占めていったが、1901年はその割合は41.80
％に減少した。日本の割合は1892（明治25）年の6.65％から1901（明治34）年の42.95％に上昇
した22）。
　そして、前記の表 2は過去三十年間の大豆製品の輸出を示す比較表である。各十年の年平均
を比較すると生産量の増大が顕著であったことが分かる。ジャンクの統計は1901（明治34）年
以降詳しくは分からないため、含まないので生産量の記録としては不完全である。汽船の数字
に関しては、平均値をとれば、最近十年間に搬出された豆粕は当初のそれの三倍近く昇る。豆
油は約七倍、豆類全体の数量は二倍を超えていたことが分かる。大豆製品は総輸出額の80％を
占めていた23）。
21） China. Imperial Maritime Customs. I. -Statistical Series: No.6. Decennial Reports On The Trade, 
Navigation, Industries, Etc., Of The Ports Open To Foreign Commerce In China, And On The 
Condition And Development Of The Treaty Port Provinces, 1892‒1901, With Maps, Diagrams, And 
Plans. Second Issue. Vol. I.-Northern And Yangtze Ports. Published by Order of the Inspector General 
of Customs. Shanghai: Published At The Statistical Department Of The Inspectorate General Of 
Customs;And Sold By Kelly & Walsh, Limited: Shanghai, Hongkong, Yokohama, And Singapore;Max 
Noessler: Bremen, Shanghai, And Yokohama. London: P. S. King & Son, 2 And 4, Great Smith Street, 
Westminster, S. W. 1904.《中國舊海關史料》編輯委員會編『中国舊海關史料』、京華出版社、2001年10月、
153册、27頁。
22） China: The Maritime Customs, Decenial Reports on the Trade, Navigation, Industries, etc, of the Ports 
open to Foreign Commerce in China, and on the Condition and Development of the Treaty Port 
Provinces, 1892‒1901 with Maps, Diagrams and Plans. Second Issue, Vol. . I. -Northern and Yangtze 
Ports. Published by Order of the Inspector General of Customs, Shanghai, 1904. Pp. 1-45, Newchawang: 
Decenial Reports, 1892-1901. 今井東吾訳「営口開港前後」、（「満鉄資料彙報」昭和16年 7・ 8・10月号抜
刷）、21‒22頁。
23） China: The Maritime Customs, Decenial Reports on the Trade, Navigation, Industries, etc, of the Ports 
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　1891（明治24）年の春から日本郵船会社は牛荘神戸の間に毎月一回の新航路を開設した。こ
の新航路に関しては、
　『官報』　第2344号　明治24年（1891年） 4月27日付「牛荘新航船積荷景況」に、牛荘新航路
が開設された初回の運送について以下のように述べている。
過般日本郵船会社ニ於テハ牛荘ヘ新航路ヲ開キ、同地ヨリ初回ノ積荷ハ左表ニ示ス如ク満
船ノ有様ニテ当地（仁川）ヨリ日本ヘ回送スヘキ貨物ハ次回ノ船便ヲ持タサルヲ得サル場
合ニ立至レリ。而シテ其荷主ハ悉ク支那人ナレトモ大豆、豆餅等ハ日本ノタメ新供給地ヲ
生シタル訳ナレハ日本商民ハ須ラク其状況ニ注意セサルヘカラス。抑々牛荘新航路ノ得失
如何ニ関シテハ頗ル懸念セシ所ナルカ、果シテ今日ノ有様ニシテ持続スルニ至ラハ将来大
ニ望ヲ属スルニ足ルヘシ。
地名・商名 大豆（箇） 豆餅 豆油 雑貨 合計
神 戸 行 970 5,000 20 35 6,025
長 崎 行 434 12,600 ― 10 13,044
　このように日本郵船会社により牛荘から神戸、長崎との間に新航路が開設された。牛荘から
の初回の積荷は、表に示したように満船の状態のため、仁川から日本へ回送する貨物は、次回
の船便を利用することになった。そしてその荷主は中国人であり、大豆、豆餅は日本での新供
給地が必要となり、日本商人はその状況に注意すべきであった。この牛荘新航路の得失に関し
ては心配があったが、この状態を持続すれば将来を展望できると見られた。
　『官報』第2686号　明治25年（1892年） 6月13日付「牛荘豆類及豆粕商況」に清国国内や日
本、香港、広東の運搬の方法や運賃について次のようにある。
昨年中牛荘港ヨリ西洋形船舶ヲ以テ清国各港竝ニ帝国及香港ヘ輸出セル豆粕、豆類ハ六百
六十二万余担ノ多量ニシテ、一昨年ニ比スレハ四割ヲ増シ、此外支那形蓬船ニテ南省各地
ヘ輸出セルモノ三四百万担ノ間ニアルヘシト云ヘハ、其輸出合計ハ千万担以上ニ達セシナ
ルヘシト雖モ、尚ホ目下該省内地ヨリ牛荘港ニ運出シ、同港ノ解氷ヲ竢チ直ニ輸出セント
スルモノ少クモ三四百万担ノ間ニアルヘシトノ説アリ。
open to Foreign Commerce in China, and on the Condition and Development of the Treaty Port 
Provinces, 1892‒1901 with Maps, Diagrams and Plans. Second Issue, Vol. . I. -Northern and Yangtze 
Ports. Published by Order of the Inspector General of Customs, Shanghai, 1904. Pp. 1-45, Newchawang: 
Decenial Reports, 1892-1901. 今井東吾訳「営口開港前後」、（「満鉄資料彙報」昭和16年 7・ 8・10月号抜
刷）、21頁。
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……
運搬ノ方法　牛荘ヨリ香港、広東等ニ輸出スルモノハ帆船汽船ノ別ナク大半「バラ」積ヲ
為スヲ例トシ、其袋又ハ○入ニスルモノハ帝国向ノ分ト其他等ニテ僅ニ三分ノ一ニ過キス
ト云フ。袋代ハ五千石ニ附キ牛荘銀九百八十両余ニシテ、元価ノ六分余ニ当リ、其費用少
カラサレハ「バラ」積ニテモ荷主ニ於テ差支ナキモノトセハ寧ロ「バラ」積ノ方便利ナル
ヘシト云フ。
運賃　各社汽船ニ依リテ一定ナラサレトモ各社競争ノ際ハ意外ニ低廉ナルコトアリ。我郵
船会社汽船ノ運賃モ多少高低アルヘケレトモ、大低毎担神戸マテ二十四五仙、長崎マテ二
十内外ナルヘシ。独逸汽船ニ至リテハ、昨年ノ如キハ長崎直航ニテ毎担十五仙以下ニテ搭
載シタルコトアリト云フ。
　1891（光緒17、明治24）年牛荘港より、西洋形船舶を利用して清国各港、日本及び香港へ大
豆、豆粕を輸出した。牛荘より豆粕豆類は662万担を輸出し、1890（光緒16、明治23）年より 4
割の増加があった。このほか、中国形帆船（ジャンク）により南省各地へ3,400万担の輸出があ
り、その輸出合計は1000万担以上になった。此の時期に中国内地へ牛荘港から直接輸出した豆
類は少なくとも3,400万担程度あった。
　運搬の方法について、牛荘から香港、広東などに輸出するものは帆船、汽船を利用し「バラ」
積みで運搬された。その袋代は5,000石に付き牛荘銀980両ぐらいかかり、元価の六分ぐらいに
相当した。荷主の都合を考えると、費用の少ない「バラ」積みのほうが便利であった。
　運賃について各社競争の時期に、汽船の価格は意外に低廉であった。日本郵船会社の運賃も
多少高低がある。神戸まで毎担ほぼ24～25セント、長崎まで20セントくらいかかる。ドイツ汽
船を利用し長崎直航すると毎担15セント以下で搭載できた。
　『官報』　第3060号　明治26年（1893年） 9月 8日付「牛荘豆類近況」に遼河開河以来船舶の
状況について以下のようにある。
本年開河以来本月上旬マテ、大豆搭載ノタメ各地方ヨリ牛荘港ニ入港セル船舶ハ汽船百八
十七艘、帆船十三艘ニシテ、昨年ニ比シ汽船一艘ヲ増シ、帆船六艘ヲ減シタルニ過キサレ
トモ、本年ノ搭載量ハ各船共ニ昨年ノ十分ノ五ニモ及ハサリシヲ以テ、牛荘地方ニ於ケル
昨年ノ収穫半作ニモ上ラサリシヲ知ルニ足ルヘシ。輸出貨物ノ著シク減少セルタメ、自然
船舶ノ間ニ運賃ノ競争ヲ起シ為ニ各船共ニ運賃ハ何モ昨年ニ比シ二割五分乃至三割ヲ減ス
ルニ至レリ。
　1893（光緒19、明治26）年の遼河開河から 9月上旬まで、大豆を搭載する各地方から牛荘港
に入港する船舶は汽船187艘、帆船は13艘があり、1892（光緒18、明治25）年より汽船は 1艘が
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増加し、帆船は 6艘が減少した。1893年の搭載量は各船共に前年の二分の一に、牛荘地方にお
ける収穫も半作であった。輸出貨物の著しく減少したため、船舶の間に運賃の競争を生じ、各
船の運賃は前年より 2割 5分から 3割も減少した。
　『官報』　第3069号　明治26年（1893年） 9月19日付「牛荘貿易年報」に以下のように記して
いる。
航海ノ部
……
本年ハ千八百九十一年ニ比シ、帆船ニテ十二艘、五千七百五十一噸ヲ減少シ、汽船ニテ一
艘ヲ増加シ、七百五十六噸ヲ減少シ、都合船数十一艘六千八百七噸ノ減少ト為レリ。
船舶出入表中特ニ注目スヘキ点ハ日本汽船数ノ増加ナリ。日本郵船会社ハ本港ト神戸間ニ
一艘ノ定期航海汽船ヲ用ヒ、其汽船ハ芝罘済物浦其他日本及朝鮮ノ諸港ニ寄港シ、又芝罘
ヘ石炭ヲ積送リ、天津ヘ鉄道枕木ヲ運搬スル。諸汽船ハ其帰航ノ積荷トシテ多少低廉ノ船
賃ニテ大豆及其絞糟ヲ積込ムタメ本港ヘ寄泊セリ。
……
三百七十三艘ノ著港汽船中三十四艘ハ日本ヨリ来航シ、三百七十三艘ノ発港汽船中七十四
艘ハ日本ヘ向ケ解纜セリ。千八百九十二年中発著三百七十三艘ノ汽船中二十九艘ハ日本国
旗ヲ掲ケ居レリ。
　1893（光緒19、明治26）年と1891（光緒17、明治24）年とを比較すると、帆船では12艘、5751
噸が減少し、汽船では 1艘の増加、756噸が減少した。船舶出入表の中に、日本汽船数の増加に
対して特に注目すべきである。日本郵船会社は牛荘と神戸との間に 1艘の定期航海汽船を用い
ていた。その汽船は芝罘や済物浦、日本及び朝鮮の諸港に寄港し、また石炭を芝罘へ積み送り、
鉄道枕木を天津へ運搬した。諸汽船は帰港の積荷としては運賃が低廉であり、大豆及び絞り粕
を積み込んで牛荘へ寄港した。
　また、373艘の寄港汽船の中に、日本から来航した汽船は34艘であった。373艘の出港汽船の
中に、日本に向けて出発した汽船は74艘であった。1892（光緒18、明治25）年中に発著した373
艘の汽船の内29艘は日本国船籍であった。
　『官報』　第3085号　明治26年（1893年）10月 9日付「牛荘豆類近況」に以下のように記して
いる。
目下在港船舶ハ太沽号、「キール」号、「アルウンシード」号及淡水号ナリ。
本日マテ出入船舶ハ汽船二百二十八艘、帆船二十七艘ニシテ、昨年同時ニ比シ汽船十九艘、帆
船八艘ヲ減シタリ。
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「アルウンシード」号ハ神戸ニ向ケ大豆一万四千担（毎担八仙）ヲ搭載、本日出航ノ筈ナリ。
　この時期に碇泊していた船舶は、太沽号、「キール」号、「アルウンシード」号及び淡水号で
あった。1893（光緒19、明治26）年10月 9日までに出入した船舶は、汽船228艘、帆船27艘であ
り、1892年と比較すると、汽船19艘、帆船 8艘が減少した。「アルウンシード」号は大豆を14,000
担を搭載して神戸に向けて出航する予定であった。
　『官報』　第3114号　明治26年（1893年）11月14日付「牛荘新大豆景況」に以下のように記し
ている。
新大豆ハ迫々市ニ上ルモ相場ハ意外ニ高ク、目下ノ景況ヨリ推セハ当冬前ハ左程下落ノ見
込ナシ。来月ハ六十艘ノ汽船ト二十艘ノ帆船ハ満載シテ出港スヘシト思ハル。
目下碇泊中ノ船舶ハ帆船七艘、汽船七艘（肥後丸ノ外）ニシテ、右ノ内四艘ハ大豆ヲ搭載
シテ神戸ヘ向ヒ不日出航ノ筈、尤モ日本行新大豆山ノ如クナレハ、尚ホ汽船一艘十日以内
ニ派遣方郵船会社本店ニ請求中ナリ。
　新大豆が市場に出荷時の相場は意外に高く、当時の景況より推測すれば、当年の冬より前に下
落の見込みがあった。12月に60艘の汽船と20艘の帆船は大豆を満載して出港する予定があった。
　当時、牛荘港に碇泊中の船舶の中には、帆船 7艘、汽船 7艘（肥後丸の外）があり、汽船の
内 4艘は大豆を搭載して近日神戸に向けて出航する予定であった。
　『官報』　第3141号　明治26年（1893年）12月16日付「牛荘豆類景況」に船舶の状況に関する
報告は以下のように述べている。
神戸及長崎行ノ船舶竝ニ積荷ニ関スル覚書ヲ略載スレハ、日本行船舶ハ目下次ニ需要多ク、
現ニ在港ノ汽船八艘ノ中五艘ハ神戸行ノ荷物搭載中ナリ。
本日（十月二十日）マテノ著港船舶数ヲ昨年同日ニ対比スレハ、昨年ハ汽船二百九十九艘、
帆船三十二艘ニシテ、本年ハ汽船二百六十三艘、帆船二十六艘ナリ。
　神戸及び長崎行の船舶と積荷に関する覚書を簡略に記載すれば、当時需要が多いが、実際に
日本行きの汽船の 8艘の内 5艘は神戸行であった。
　10月20日までの碇泊の船舶数を1892（光緒18）年同日と比較すれば、前年は汽船299艘、帆船
32艘があり、本年は汽船263艘、帆船26艘があった。
　『官報』第4039号　明治29年（1896年）12月14日付「牛荘港現況」に以下のように記している。
本月中出入ノ本邦汽船ハ定期船肥後丸ノ外、日ノ丸、住吉丸ノ二ニシテ、住吉丸ハ一昨二
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十日大豆ノ外僅少ノ牛骨、薬品等ヲ積載シ芝罘ヲ経テ神戸ニ向ヒ出帆セリ。之ヲ本年ニ於
ケル本邦汽船中ノ殿トス。同船ハ又芝罘マテニ百余ノ労働者ヲ搭載シタリ、此等ノ労働者
ハ例年開河期中山東ヨリ当港ニ出稼スル者ニシテ、当港労働者ノ大部分ヲ占ム。本月ニ入
リテヨリ芝罘ニ向ヒ便船毎ニ必ス二百人以上ノ搭乗ナキハナシ。
　1896（光緒22、明治29）年12月中、牛荘港に出入した日本汽船は定期船肥後丸のほか、日の
丸、住吉丸があった。一昨二十日、住吉丸は大豆のほかに牛骨、薬品などを積載し、芝罘を経
由して神戸に向いて出発した。これは本年における日本汽船の最後であった。また、住吉丸は
百余名の出稼ぎ人を乗せて芝罘へ寄港した。12月に入ると、芝罘に向いて帰航する便船は常に
200人以上を搭載した。
　『官報』　第4289号　明治30年（1897年）10月16日付「牛荘港豆、豆粕及豆油商況」に次のよ
うに記している。
又本期間豆、豆粕及豆油ヲ搭載シテ出港シタル船舶ハ本邦船二十九艘、外国船百九十三艘、
合計二百二十二艘ニシテ、内本邦ニ向ヘルモノハ神戸ヘ五十五艘、長崎ヘ十五艘、横浜ヘ一
艘、総テ七十一艘トス。此内二十九艘ハ本邦船ニシテ余ハ悉ク英、独、那威諸国汽船トス。
而シテ其積荷主ハ三井物産合名会社出張店ニシテ余ハ復興、宏泰等清商ノ取扱エ係レリ。
　1897（光緒23、明治30）年、本期間豆、豆粕及び豆油を搭載して出港した船舶は、日本船29
艘、外国船193艘、合計222艘であった。この内、神戸に向けて55艘、長崎へ15艘、横浜へ 1艘、
すべて31艘であった。外国船はイギリス、ドイツ、ノルウェー諸国の汽船である。そして、そ
の荷主は三井物産合名会社出張店、外は復興、宏泰などの清商であった。
　『官報』第4724号、明治32年（1899年） 5月10日付「牛荘港船舶出入状況」に、日本汽船や外
国汽船の状況について、以下のように記している。
本年ノ開河ハ三月十二日ナリシモ、其後数日間ハ尚ホ流氷ノタメ船舶ノ入港ヲ防ケラレ、
同十七日ニ至リ始テ先登船トシテ太古洋行汽船張家口号ノ入港アリ。引続テ各国汽船ノ来
航少カラス、而シテ本邦汽船ハ同二十日摂陽丸ノ芝罘ヨリ入港セルヲ第一トシ同月末マテ
ニ都合四艘ノ入港アリ。
昨年ノ開河期ニ際シテハ豆、豆粕ノ本邦向取引ノ盛ナリシト、開河期ノ稍々遅カリシトニ
因リ、本邦船ハ開河ヲ待チ居リシ有様ニシテ、開河後一時ニ多数ノ入津アリシカ、本年ハ
開河期稍々早ク、且ツ豆、豆粕ノ本邦向輸出モ少キヨリ入港数昨年ヨリ少ク、三月末日マ
テニ僅ニ四艘ニ過キサリシ。今其船名噸数仕出及仕向港名竝ニ雇入主ヲ挙タレハ左ノ如シ。
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船　名 噸　数 仕出港名 仕向港名 雇入主
摂 陽 丸   681 芝罘 神戸 三井物産合名会社
中 越 丸   928 太沽 神戸 （英商）旗昌洋行
打 狗 丸 1,051 芝罘 廈門 （清商）福興号
盛 航 丸   938 天津 横浜 （清商）万和泰号
合　計 3,598
右ノ諸船ハ皆天津若クハ芝罘（雑貨ヲ輸送シ、同地方ヨリハ当港ヘ出稼人夫若クハ米、古
鉄等ヲ搭載シ来リ、而シテ当港ヨリ豆、豆粕ヲ積載シ去レリ。本年本邦行豆、豆粕ノ少キ
ヨリ運賃ハ昨年開河ノ当時ニ比スレハ、甚タ低廉ニシテ、即チ昨年ハ一担ニ附キ神戸マテ
三十銭内外ナリシニ対シ、本年ハ神戸マテ十五銭、横浜マテ二十銭内外ニ過キス。而シテ
前記打狗丸ノ廈門行運賃ハ十八銭ナリシト云フ。
外国船ノ入港数モ本年ハ昨年ヨリ少ク、開河ヨリ三月末マテノ入港数ハ総計二十三艘ニシ
テ、多クハ上海ヨリ芝罘、天津ヲ経テ入港シ、其積荷ハ米、綿絲及古鉄雑貨等ニシテ、帰
航ニハ豆、豆粕ヲ積載シテ廈門、汕頭、広東及香港ノ諸港ニ向ヒテ出港セシモノヲ多シト
ス。而シテ其中ニハ南清向豆、豆粕ノ積荷少キタメ、空船ニテ出港シタルモノモ四艘アリ
シト云フ。今開河ヨリ三月末日マテノ入港外国船数ヲ船籍別ニ依リ示セハ左ノ如シ。
船籍 英国 独国 清国 露国 計
艘数 14 11 6 1 32
　1898（光緒24、明治31）年の開河期に、牛荘と日本との豆、豆粕の取引が盛んとなったが、
開河期が遅かったため、日本船は開河を待ち、開河後一時に多数の入港があった。1899（光緒
25、明治32）年 3月末日までの入港船数は昨年より少なく、日本汽船は、1899（光緒25、明治
32）年 5月20日、摂陽丸の芝罘から牛荘に入港することを第一として月末まで僅か 4艘に過ぎ
なかった。
　その船名、噸数、仕出、仕向け港及び雇入主は上記の表に示している。この諸船はすべて天
津もしくは芝罘から雑貨、出稼ぎ人夫あるいは米、古鉄等を搭載して牛荘まで輸送し、牛荘港
から豆、豆粕を積載して仕向け港に向けて出発した。運賃については、1897年には一担に付き
神戸まで30銭内外であることに対し、1898年は低廉であり、神戸までは15銭、横浜まで20銭内
外に過ぎなかった。そして、打狗丸の廈門行き運賃は88銭であった。
　1899（光緒25、明治32）年、外国船の入港数は1898年より少なく、開河から 3月末までの入
港数は総計23艘であり、その多くは上海より芝罘、天津を経由して牛荘に入港した。その積荷
は米、綿絲及び古鉄や雑貨などであった。帰航には豆、豆粕を積載して廈門、汕頭、広東及び
香港の諸港に向けて出港した。
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　1898年開河から 3月末日までに入港した日本船以外の外国船数を船籍別に示すと、イギリス
船14艘、ドイツ船11艘、清国船 6艘、ロシア船 1艘であった。
　以上のように、1891（光緒17、明治24）年、牛荘港より西洋形船舶を利用して清国各港、日
本及び香港へ大豆、豆粕を輸出した。牛荘から香港、広東などに輸出するものは帆船、汽船を
利用し「バラ」積みで運搬された。
　牛荘港に出入した日本汽船は、船名を挙げると、太沽号、「キール」号、「アルウンシード」
号、淡水号、肥後丸、日の丸、住吉丸、摂陽丸、中越丸、打狗丸や盛航丸などがある。この中
の船舶は常に天津もしくは芝罘から雑貨、出稼ぎ人夫、米や古鉄等を搭載して牛荘まで輸送し、
また大豆、牛骨、薬品などを積載して芝罘を経由して神戸、長崎に向いて出航した。
　ほかの外国船はイギリス、ドイツ、ノルウェー、ロシア諸国の汽船である。その荷主は三井
物産合名会社出張店や復興、宏泰などの清商であった。外国船は米、綿絲及び古鉄や雑貨など
を搭載し、上海より芝罘、天津を経由して牛荘に入港した。帰航の積荷には記していないが、
大豆、豆粕や豆油などを積んだに相違ない。
　これらの船舶の運賃は各社競争が激しく、郵送の価格は低廉であった。日本郵船会社の運賃
も各社の競争によって上下した。日本汽船より、ドイツ汽船を利用し長崎へ直航する場合は運
賃が安価であった。
おわりに
　牛荘・営口は、1858（咸豊 8）年の天津条約および1860（咸豊10）年の北京条約に基づき、
中国東北地方の唯一の対外国開港場として開港され、牛荘・営口と外国諸国との貿易が始まっ
た。条約上の名義における開港地は牛荘であったが、牛荘は遼河の土砂の堆積が進み、河底が
浅くなり、航行が不便なため貿易港としての地位を失ったため、営口が牛荘の名の下に開港さ
れたのである。
　1868（同治 7）年に営口と日本との貿易は、少量ではあるが大豆三品を中心に始まった。東
北地方の代表的な産物、大豆、豆粕、豆油の大豆三品を中心とするものが大宗を占めていた。
　開国後の日本は、富国策の一環としての農業生産額の増大を図るため、肥料の投入による生
産拡大を考え、営口の大豆貿易に注目した。こうして営口と日本との大豆三品を中心とする貿
易額が増大し、その貿易額の90％は、豆製品が占めていた。日清戦争のため、貿易額が著しく
減少したが、戦争後は逆に営口から日本への豆製品の輸出は拡大した。日本へ輸出された大豆
や豆粕は主に味噌醬油、肥料として使われた。
　そして、1891（光緒17、明治24）年、営口港より西洋形船舶を利用して清国各港、日本及び
香港へ大豆、豆粕を輸出した。営口から香港、広東などに輸出するものは帆船、汽船を利用し
「バラ」積みで運搬された。
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　営口港に出入した日本汽船は、船名を挙げると、太沽号、「キール」号、「アルウンシード」
号、淡水号、肥後丸、日の丸、住吉丸、摂陽丸、中越丸、打狗丸及び盛航丸などがある。この
中の船舶は常に天津もしくは芝罘から雑貨、出稼ぎ人夫、米や古鉄等を搭載して営口まで輸送
し、また大豆、牛骨、薬品などを積載して芝罘を経由して神戸、長崎に向いて出航した。この
ように、営口の対外国輸出において最も関係が深かったのが日本市場であった。
　以上のように、営口が対外開港し、外国貿易を拡大していく中で、明治日本にとって、1902
（光緒28、明治35）年以降に大連が東北地方の対外貿易港として台頭する以前に、最も重要な中
国の貿易港の一つであったと言える。
